
  

   

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

本 な 

わ く く わ 

だ 
紙を８つにおって、半分にひろげて

ね。てん線のところに、ハサミで、き

りこみをいれて、くみたてれば、本の

かたちになるよ！ 

今日
き ょ う

はお正月
しょうがつ

。ぼくの家
いえ

にね

こみたいなししまいがやって

来
き

ました。〈ししにゃい〉とよぶ

ことにして、いっしょにおせち

をいただきまーす。 

さらにキャットフードとね

こじゃらしを使
つか

って、福
ふく

笑
わら

いに

ちょうせんします。 

 

えほん 

『 ししにゃいとおしょうがつ 』 
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としょかんのホームページもみてね！ 
１ 

ばんひろこ／作  

丸山ゆき／絵  

新日本出版社 

 

２ 年 

K451『 ふゆとみずのまほう  

こおり 』 

片平孝／写真・文 ポプラ社 

みさきとゆらちゃんは、いつ

もじゃんけんで遊
あそ

びます。グー

で勝
か

つと 3歩
ぽ

、チョキとパーは

6歩進
すす

めます。 

みさきのとなりに住
す

むおばあ

さんも、小
ちい

さいとき毎日
まいにち

やって

いたそうです。二人
ふ た り

はおばあさ

んをさそってみました。 

 

３ 

コインランドリーに来
き

た

おばあさん。あらいぐまに、

〈かなシミ〉がついたハンカ

チをあらってほしいとたの

まれます。 

せんたくを待
ま

つ間
あいだ

、あら

いぐまが悲
かな

しくなった理由
りゆう

を話
はな

し始
はじ

めました。友
とも

だちの

きつねとけんかしてしまっ

たんだって。 

 

冬
ふゆ

のみずうみには、ふしぎ

な形
かたち

の氷
こおり

がいっぱい。表紙
ひょうし

のクラゲみたいな氷は、船
ふね

の

くいに水
みず

しぶきがかかって

こおりつきました。 

おはじきみたいに七色
なないろ

に

光
ひか

る氷のつぶや、タケノコの

ように下
した

から上
うえ

にのびるつ

ららなど、いろんな氷を写真
しゃしん

でしょうかいします。 

 

K913 

『 あらいぐまのせんたくもの 』 

大久保雨咲／作 相野谷由起／絵 

童心社 

 

K913 

『 チ・ヨ・コ・レ・イ・ト！ 』 

澤野秋文／さく 

世界文化社 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙を８つにおって、半分にひろげて

ね。てん線のところに、ハサミで、き

りこみをいれて、くみたてれば、本の

かたちになるよ！ 
E『 グレース・ホッパー  

プログラミングの女王 』 

ローリー・ウォールマーク／文  

ケイティ・ウー／絵 

長友恵子／訳 岩崎書店 

 

本 

 100年以上
いじょう

前のアメリカで

生まれたグレースは、子ども

のころから数学や理科が大好
す

きでした。大学で数学を教え

ていましたが、戦争
せんそう

をきっか

けに数学者として海軍
かいぐん

に入り

ます。 

コンピューターを動かすた

めのプログラムは、0と1の列

のくり返しです。もっと簡単
かんたん

にできないかと考え、プログ

ラミング言語に英語
えいご

を使うこ

とにしました。 

 

だ な 

わ く 

４ 

く 

５ 年 ６ 

わ 
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エリナーは、一戸建
い っ こ だ

てから二

階建てのアパートに引っこして

きました。そのとちゅうで、大

事に飼
か

っていた金魚が死んでし

まいます。「やっぱり引っこしな

んかしちゃいけなかったんだ。」 

もとの家にもどる計画を立て

たエリナーは、二階に住むオー

ウェンに協力をたのみました。

窓
まど

にとりつけたかっ車とロープ

で〈金魚ははらぺこ〉という合

図を送ったら、家出を決行です。 

 

K933 

『 金魚ははらぺこっ！！ 』 

Ｈ.Ｍ.ボウマン／作 渋谷弘子／訳 

タカタカヲリ／画 文研出版 

 

盛
せい

太郎
たろう

は中華
ちゅうか

料理屋
りょうりや

の息子で

す。父ちゃんが配達中
はいたつちゅう

のケガで

入院して、しぶしぶ手伝
てつだ

いを始

めました。ところがお客さんの

少なさに、このままでは店がつ

ぶれると不安
ふあん

になります。 

そんなある日、一人のおばあ

さんがやって来ました。「一人で

店に来るのは勇気
ゆうき

がいるし、出

前も一人分じゃ申し訳
わけ

ない。」こ

れを聞いて、盛太郎はいいアイ

デアを思いつきました。 

K913 

『 中くらいの幸せの味 』 

みとみとみ／作 岡田千晶／絵  

国土社 

 


